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©2023杭州海康威視数字技術有限公司。無断複写・転載を禁じます。 

 
本マニュアルには、製品の使用方法および管理方法に関する説明が含まれています。以下に掲載されている図、表、画像およ
びその他すべての情報は、説明および解説のみを目的としています。本マニュアルに記載されている情報は、ファームウェア
の更新その他の理由により、予告なく変更される場合があります。最新バージョンのマニュアルは、Hikvisionウェブサイト
（https://www.hikvision.com/）でご確認ください。 
本マニュアルは、本製品のサポートに関する訓練を受けた専門家の指導と支援のもとでご使用ください。  
商標 

およびその他のHikvisionの商標およびロゴは、様々な管轄区域においてHikvisionの所有物です。 
記載されているその他の商標およびロゴは、それぞれの所有者に帰属します。 
 
適用される法律で許容される最大限の範囲において、本マニュアルおよび記載された製品（ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェアを含む）は「現状有姿のまま」かつ「あらゆる欠陥およびエラーを含む状態で」提供されます。  HIKVISION は、
商品性、満足のいく品質、特定目的への適合性を含むがこれらに限定されない、明示的または黙示的な保証を行いません。  
本製品の使用はお客様の自己責任で行ってください。いかなる場合においても、HIKVISIONは、特別損害、結果的損害、付随的
損害、間接損害（事業利益の損失、事業中断、データ損失、 システムの破損、または文書の損失を含むがこれらに限定され
ない損害について、契約違反、不法行為（過失を含む）、製造物責任その他のいかなる法的根拠に基づくものであっても、本
製品の使用に関連して生じた場合であっても、HIKVISIONがそのような損害または損失の可能性について事前に通知を受けてい
た場合であっても、一切の責任を負いません。 
お客様は、インターネットの性質上、固有のセキュリティリスクが存在することを認識し、サイバー攻撃、ハッカー攻撃、ウ
イルス感染、その他のインターネットセキュリティリスクに起因する異常動作、プライバシー漏洩、その他の損害について、
HIKVISIONは一切の責任を負わないものとします。ただし、必要に応じてHIKVISIONは適時に技術サポートを提供します。 ウイ
ルス感染、その他のインターネットセキュリティリスクに起因する異常動作、プライバシー漏洩、その他の損害について一切
の責任を負わないことを認めるものとします。ただし、必要に応じてHIKVISIONは適時に技術サポートを提供します。 
お 客 様 は、本製品を適用されるすべての法令に準拠して使用することに同意し、お客様の使用が適用される法令に準拠し
ていることを確認する責任はお客様のみにあります。 特に、お客様は、パブリシティ権、知的財産権、データ保護およびそ
の他のプライバシー権を含むがこれらに限定されない、第三者の権利を侵害しない方法で本製品を使用することについて責任
を負います。 お客様は、大量破壊兵器の開発または製造、化学兵器または生物兵器の開発または製造、  核爆発物または安全
でない核燃料サイクルに関連する文脈における活動、または人権侵害を支援する活動を含むがこれらに限定されない。 
本マニュアルと適用される法律との間に矛盾が生じた場合、後者が優先する。  
データ保護 
デバイス使用中、個人データが収集、保存、処理されます。データ保護のため、Hikvisionデバイスの開発にはプライバシー・
バイ・デザイン原則が組み込まれています。例えば、顔認識機能付きデバイスでは、生体認証データは暗号化方式でデバイス
内に保存されます。指紋認証デバイスでは、指紋テンプレートのみが保存され、指紋画像を再構築することは不可能です。  
データ管理者として、適用されるデータ保護法および規制に従い、データの収集、保管、処理、転送を行うことが推奨されま
す。これには、個人データを保護するためのセキュリティ対策の実施（合理的な管理上および物理的なセキュリティ対策の導
入を含むがこれに限定されない）ならびにセキュリティ対策の有効性に関する定期的な見直しおよび評価の実施が含まれます。  

1 システム配線 
 

 

アンカーボルト 
穴位置 

開放エリア 

 
 

 

 

 

 

拡張ボルト穴マップ 

L+180  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L 

50 

各ペデスタルを 
M12*150の拡張ボルト
3本で固定  

低電圧 

Ø116 

85° 

入口 

単位：mm 

レーン制御ボード レーン制御ボード 

2 設置 
 

 
 

 

 

手順： 

取り付け工具を準備し、部品を確認し、設置基盤を清掃する。 

台座底部を防水材で密封し、水溜りを防止する。 

 

回転チューブと上部プラスチック部品をネジで取り付けます。 

寸法   

Ø180 レーン幅 Ø180 

デフォルトのバリア開口部 
方向マーク 

40 mm 

20 mm 

この面は壁に設置します。 

 

 

単位：mm 

3 配線 

  1 2 

認証 
インジケータボー

 

QRコードスキャナー（オプション）  
 

認証インジケータボード 
キーフォブアンテナボード 

 Wi-Fi インターフェース 

 
 

 
 

ネットワークインターフェース 

SOC シリアルポート 

カードリーダーボード 
(オプション) 

 

 
 

予約済み 
 

 

 
 MCU シリアルポート 

 
 

スピーカー 
インターフェース 

USBインターフェース 

DIPスイッチ 

 
 

 
 

予約済み 

レーン制御ボード レーン制御ボード 
インターフェース  

オプションボード  

 

 

 
拡張 
インターフェース 

12 VDC 出力 

 
 

 

アクセス制御 
ボード（オプション） 

RS-485 インターフェ

ース 

( )   
予約済み 

レーン制御ボード 
24 VDC入力 

ペデスタルをペアで使用する場合は、貼り付けてください 
パッケージ内のメインレーンとサブレーンのラベルを台座

本体の目立つ位置に配置すること。オプション付属品はメ

イン台座に設置する必要がある。 

オプションボード 

 

 

 

 

 

入口 
  1 2 

シングルレーンモード：デフォルトでは、本装置は単一のメインレーン装置として動作

します。 

ダブルレーンモード：レベル 1 ボタン構成番号を 51、レベル 2 番号を 1 に設定すると、

デバイスはダブルレーンモードに切り替わります。 

レベル 1 ボタン構成番号を 50、レベル 2 番号を 2 に調整すると、台座はサブレーンデ

バイスに切り替わります。 

クイックスタートフローチ

ャート 
 

配線図を作成する。 

穴を掘る。 

ケーブルを埋設する。 

 

設置方向を決定する。 

装置を固定する。 

 
部品および相互接続ケーブ

ルの配線を確認する。  

 
部品および工場出荷時の配線

を確認してください。 

オプションの付属品を配線する。 

 

表示画面を確認する。 

ボタンで設定します。 

 

デバイスの起動 

Web またはクライアントソ

フトウェアで設定します。 

このマニュアルについて 

免責事項 

98
° 

https://www.hikvision.com/


5 ボタン説明 

  
 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 終了 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

OKを3秒間押し続けてレベル

1メニューに入る 

 
右を押すと1追加 

 
 
 
 
 

 
左を押すと10追加 

 
 
 
 

 
 

OKを押してレベル2メニューに

入る 

 
右を押すと1を加算 

 
 
 
 
 

 
左を押すと10を加算 

 
 
 
 

 
 

OKを押してパラメータを保

存し、レベル1メニューに

戻ります 

  

 

安全に関する指示 

！ 警告 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

！ 注意 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

規制情報 

 

 

 

 

 

 

4 配線図 

AC電源を24Vに変換するには、Hikvision対応分配キャビネット（別売）の使用を推奨します。 

電源：24 V DC；電源電圧変動範囲：± 5%。 

①と②は同一基板の両面を指します。 

入口/出口でバリアが開く場合：BTN1/BTN2 および GND に接続してください。 

付属の接続ケーブルは現場で接続が必要です：CAT5e通信ケーブル。ケーブルの長さは3mで、パッケージ内に収納されています。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

相互接続ケーブル 

    

入口 

配電盤 

6 クイックスタート 

 
アクティベーション 

 
 

 

 

 
 
 

 
PC Web経由の設定 

 
 

 
 

 
クライアントソフトウェアによる設定 

 

デバッグポート 

  

 
  

 

  

 
 

 

RS-485A は Web 上のポート 6 に対応し、QR コードスキャナ用です 
デフォルトでは出口の接続用です。RS-485C は Web 上のポート 4 に対応し、デフ

ォルトでは出口のカードリーダー接続用です。RS-232B は Web 上のポート 2 に対

応します。 

メインおよびサブペデスタル内のカードリーダーボードは、1 本のアダプタケー

ブルを共有しています。このケーブルをサブレーンで使用する場合は、アクセス

制御ボードの端子を抜き、サブペデスタルのオプションボードに差し込んでくだ

さい。 

 

  

 

 

 

12V出力 
インターフェース 

予約済み 

予約済み 

通信 
インターフェース 
 (レーン用 

制御ボード用) 

予約済み 

13.56 M アンテナ 

 

DIP スイッチ 

 

125 K アンテナ 

デバッグポート 

http://www.recyclethis.info/
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